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Chart Event Manager エクステンション 

Event Manager エクステンションは、入力するChart シグナルをモニタリングしながらユーザが規定する
イベントを検索し、設定しておいたアクションをそれに連結させて実行します。

 
 

はじめに

このエクステンションを使って、様々なChart
データがモニターができます：

・ 生入力信号

・ 演算関数

・ オンラインチャンネル演算

モニターしたデータの変化に対応してEven Manager 
が”アラーム”として機能し、様々なアクションを実
行します：

        ・ 画面上のライトを点滅する 
・ 音声を再生 

・ ファイルにコメントを追加 

・ マクロの再生

・ e-corder のデジタル出力を使って外部装置の
      スイッチ操作

このエクステンションをインストールする

・ eDAQ のウェブサイトからこのインストラーを 
(www.eDAQ.com/chart_extns_list)  ダウンロード。

・ インストラーを開く前にChart を終了してく
      さい。

・ インストラーアイコンをダブルクリックし、
       Setup Wizard (図-2) の手順に従ってください。

Chartをスタートすると、このエクステンションが自
動的にロードし、Chart の Setupメニューに Event 
Manager...が表示します (図-3)。この項目を選択する
と、Event Manager Setup ダイアログボックスが開き
ます(ここにイベントとその関連アクションを登録し 
ます)。Windowsメニューには Event Manager Monitor 
が加わります。これを選択すると、Event Manager 
Monitor の画面が開きます (応答状態を表示します)。

図-1 Event Manager のインストラーアイコン

図-2 Event Manager エクステンションの Setup Wizard 

図-3 Event Manager コマンドの Setup メニュー
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設定ダイアログボックスのデジタル出力ビット番号
と4つの実行項目のカラムから、該当するボックス
を選びビットを設定します：

1. No change (現在の状態： オフまたはオンのまま)   

2. Turn on   

3. Turn off

4. Toggle (オフからオンに切替え、またはその逆)

デジタル出力の詳細はマニュアルの Appendix C を
参照してください。

Play Sound (サウンドを発生)

‘Play Sound’ はイベントが発生すると音を発生させ
るアクションです。Event Manager Play Sound  
Setup ダイアログボックス (図-18) で設定します。

図-18  Event Manager Play Sound Setup ダイアログボックス

Event Manager Monitor
ChartのWindows メニュから Event Manager Monitor
を選択するか、Event Manager Setup ダイアログ (図-3) 
の Show Monitor Window チェックボックスを選択す
ると、Event Manager Monitorウィンドウ (図-19) が開
きます。記録中に、このウィンドウを開いて移動した
りリサイズしても、サンプリングには影響しません。
 

 

 

デフォルト設定で、Monitor ウィンドウには、指定さ
れた全イベントの全名称 (使用不能なものも含め)、
入力する信号の現行レベル、イベントの現行状態を示
すインジケータライトが表示します。

 

図-19   Event Manager Monitor ウィンドウとショートカットメニュー
 

図-20   リサイズした Monitor ウィンドウ、表示オプションはオフ

Play Sound ポップアップメニューからサウンドを選びます。
このサウンドリストはMediaフォルダのからのもの

 ですが、Browse… ボタンをクリックするとコンピュ
ーが別のサウンドファイルも検索しますので、それ
らを選択することもできます。

Play Soundポップアップメニューの横のPlayボタンを 
使えば選択したサウンドが聴けますので、ふさわし
いかどうかが確認できます。リストの下のボタンで
イベントの開始、または終了時、に一度だけサウン
ドを再生するのか (Once)、または終了時まで反復する
(Until event end) かを指定します。

サウンドアクションの作動中に別のアクションがサ
ウンドを再生しようとすると、最初のサウンドが止
まって新しいものに変わります。最初のサウンドを 
トリガーしたイベントが終了すると、－最初のサウ
ンドアクションが終わり－、次ぎのサウンドも止ま
ります。この様にサウンドは変りますが、イベント
の継続時間は変わりません。Chartのサンプリング
を停止すると、どのサウンドも自動的に止まります。
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イベントがアクティブ時には、インジケータライト
が赤になります。イベントが起きてもアクティブで
ない時は黄色に、イベントがアクティブでなく過去
にもイベントが存在していない (今までに記録され
たChartデータブロックに) 時には緑色になります。
インジケータライトをクリックすると、緑色に戻り
ます。インジケータライトをリセットしても、関連
イベントの状態は変化しませんので注意ください。

Monitor 画面の端をドラッグするとリサイズできま
す。ウィンドウ内の文字は、画面の高さと幅に対応
してリサイズされます。長い名前や現行レベルを隠
してMonitor 画面を拡大し、隣りの部屋からでも画
面が読み取れる設定にすることも可能です (図-20)。

Monitor 画面のアピアランスを変更したり、 Event Manager
Setup ダイアログを開くには、この画面上を右クリックす
るとショートカットメニュ( 図-19) が表示します。
このディスプレイオプションは、 Event  Manager Setup ダ
イアログの下段に表示するのと同じものです。Show 
Long Name で Monitor 画面のイベント名表示が  ’ E1’  から
 ’E1 Level : Channel 1...’  に’変更します。

 

Show Current Levelを選択すると、Level イベントの
現行入力信号値の表示、Timed イベントの時間表示、
Recording イベントの現行記録状態、を表示します。
Show Disabled Eventsを選ぶと、無効になっている
イベントを画面に表示し (実際にはモニターしてい
ませんが) 。これらのイベントは無効表示となりま
す。Default Window Size は Monitor 画面の
サイズを初期設定のサイズ (画面に表示されたオプ
ションに応じて変わります) に戻します。
Reset All Indicators は、全てのライトを緑色に戻し
ます。但しこれは関連イベントのステータスを変化
させるものではありません。’On End’ アクションが
あっても、これを選ぶことでトリガーすることはあ
りませんので注意してください。’On End’ アクショ
ンは所定の条件が合った時にしかトリガーはされま
せん。Event Manager Setup ダイアログのチェック
ボッスから、サンプリングの開始時にインジケータ
ライトをリセットするかを指定できます。サンプリ
ングが終了すると、初期設定ではすべてのイベント
がオフ状態にリセットされます。しかし、これはそ
のイベントに関連するアクションの発生を促すもの
ではありません。

Appendix A ‒ 安全性考察
eDAQ社のライセンス、及び保証承諾書が適用されま
す。Event Manager はコントロール機能の故障で傷害
や、その他の人体の安全性に関する問題が生ずるよう

な条件下での使用は絶対に避けてください。

Appendix B ‒ 動作
Event Manager は、検知したイベントに反応し素早く
くアクションを機能させます。遅延は5～100ミリ秒
以内である筈ですが、e-croder システムやコンピュー
タの状態 (使用するコンピュータの速度や e-croder の
機種など) に影響されます。Chartの性能に影響を与え
る要因が、Event Manager の機能を遅らす原因にもな
ります。例えば、遅いコンピュータを使用している、
多くのプログラムを開いている、多くの演算入力とチ
ャンネル演算を使い Chart で高速サンプリングを実行
する、などがその要因です。Event Manager によるデ
ジタル出力の高速スイッチングも、Chartの性能に影響
を与えます。最大サンプリング速度を遅くしたり、サ
ンプリングを中断したりする影響が出ます。
これらの問題は、使用するハードウェアや e-croder の
機種に起因するものです。
高速サンプリング速度でチャンネル演算をモニターし
ている場合は特に注意を要します。
重要な作業を行う時は、Event Managerを使用する前
に、準備した設定を十分にテストした後から始めるこ
とをお薦めします。

Appendix C ‒ デジタル出力

デジタル出力は e-corder 410、821、1621 に備わっ
た機能です。e-corder 210 には付いていません。詳細
はマニュアルをお読みください。

デジタル出力は低電流の負荷のみを稼働します。例え
ば、ポンプやライトなどの外部装置のオン・オフ切り
替えや、別の装置にシグナルを送ったりするのに使い
ます。

 

e-corder に電源を入れると、デジタル出力も起動しま
す。Chart を開くと、これらのビットはオフになります。
Chart を起動させると、この状態の変化だけで実際の
設定前に外部装置がトリガーされたり、スタートして
しまう可能性があります。このような場合には、Chart
を起動した後にe-corder と外部装置を接続するか、
Chart が起動するまで外部装置をオフにしておいてくだ
さい。

より詳しい説明は e-corder のマニュアルを参照するか、
販売代理店に問い合わせてください。
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Appendix D ‒ ケーブル
e-corder の後部パネルから外部装置に接続するケー
ブルを作製する場合は電気技術者に依頼してくださ
い。e-corder のデジタル出力が標準TTLレベルで ’on’
と ’off’ に信号を送っている間は、TTL規格の２系統
の電圧を使います。’TTL low’ 状態では 0V 近くの電圧
を、’TTL high’ 状態では 5V 近い電圧です。電気技術
者は規格に則ってケーブルを作製しますので、装置
に適切に接続できますので、特に問題は起きない筈
です。

〒461-0001 名古屋市東区泉 2-28-24   Tel:052-932-6421

eDAQ 事業部

輸入元 :

e-mail: info@eDAQ.jp


